
回数 定員 開催時期 学　習　内　容

1 好奇心・探求心醸成講座

【新】新時代の扉をひらけ

【民間企業連携】
1 20 7月～12月

生成AIツ－ル等の操作を通じ、安心・安全に使用する方法を学習し、活用方法を学
ぶ。(情報リテラシー教育　親子対象)

　親子でクッキング
【学びの地域還元】

2 20 7月～3月 『食育』を通じ、家族との絆、他の参加者との交流を深める。

【新】デジタル探検隊
【民間企業連携】

3 20 7月～12月 プログラミングを通じ、論理的思考や問題解決能力を育てる。

【新】中央エリア魅力発見

【総合児童センター連携】
2 20 ７月～1月

総合児童センターとの連携・協働を図り、それぞれの特徴を生かした講座を展開すること
で、新たな利用者獲得につなげるとともに中央エリアの魅力を知ってもらう。

レモン電池を作ろう
【民間企業連携】

1 20 ７月～8月 ものづくりを通じて想像力を養うこと、科学への興味を持たせる。

2
 夏フェスIn中央公民館
【地域連携事業】

1 300 8月
小学生、中学生、高校生、大学生、地域住民、利用団体等の多世代間交流および公
民館認知度の向上を目的とする。

3
 書道・書初め教室
【学びの地域還元】

2 50 12月 日本古来の筆文化を書道を通じて学ぶ。

合　　　　計 12 450

1
 利用団体講師講座
【学びの地域還元】

3 20 4月～8月
公民館利用者が講師となり、公民館で学んだ成果を地域住民に還元するとともに、
公民館利用団体の活性化につなげる。

2  健康増進講座
【市民プール・首長部局連携】

3 20 7月～2月
健康的な生活、健康寿命の延伸を目的とする。
(市民プール・健康増進センターとの連携)　※テーマは、『食』、『健康』、『運動』

3  いきいき教養講座

【新】子育ての新常識
【首長部局連携】

3 10 7月～3月
子育てに関する悩みの解決や参加者同士の交流を通じ『孤立』を防ぐ。
(健康増進センターとの連携)

【新】エクササイズ体験
【学びの地域還元】

2 20 7月～3月 健康の維持・増進を促し、身体を整えることを目的とする。

4
【新】相続のあれこれ
【NPO法人との連携】

5 20 6月～3月 終活における様々な問題や課題解決に向けた知識を学ぶ。

5
 歴史・文化講座
【歴史的文化資源】

1 20 6月～3月
文化・歴史について知識を深め、郷土への愛着意識の醸成や公的財産を知る機会を
得る。

6
 一般公開ロビー講座
【地域交流事業】

2 30 6月～3月
公民館登録団体と連携し、定期的にロビーを活用した事業（展示や活動披露等）を
開催し、地域住民との交流を深める。

合　　　　計 19 140

1
 きらめき学級
【現代的課題解決】

5 20 9月～3月
現代的課題を学び解決に導くヒントを得ることで、日常生活を安心・安全に過ごせ
るようにする。(防犯・防災・スマホ・フレイル予防)

1  IT　Ｗｏｒｌｄ
【社会教育と学校教育の連携】

8 10 6月～8月
学校教育課、教育支援センタ－、地域学校協働本部、公民館利用団体、企業、地域住民等が
連携・協働し、社会の繋がりや自己肯定感を醸成することを目的とする。

1
 多文化共生講座

【多文化共生】
2 20 5月～3月

外国の文化や風習、歴史等を学び、多文化共生の見識を深める。
(R7年度　ドイツ・モンゴル)

6 1 30 1月～3月 公民館活動本来の目的等について公民館利用者が学ぶ。

7 1 2500 10月
利用団体・サークルの１年間の活動成果を発表するとともに、地域住民と利用者と
の交流の場とする。

8 1 200 3月 学校と公民館利用団体、地域住民が連携し、音楽を通じた地域の交流を図る。

9 3 20 ４月～3月
『誰もが気軽に立ち寄れる公民館』をコンセプトに人づくり・つながりづくり・地
域づくりを意識し、地域交流を促進する。

52 3,370

※　講座名、回数、定員については予定

令和７年度 中央公民館事業計画（案）

事業対象・事業名

１　少年・親子対象事業

２　一般対象事業

３　高齢者対象事業

総　合　計

４　【新】不登校支援事業

５　国際理解事業

　公民館文化祭
【地域交流事業】

　スプリングコンサート
【地域交流事業】

【新】公民館サロン
【地域交流事業】

　公民館利用者研修会


